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山本敬子 1)、朝倉由紀 2)、大場美穗 3)、亀石千園 4) 
 
1)  昭和大学保健医療学部 
2) コロラド大学大学院博士課程 
3)  神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部 







おいても先駆的な大学であり、現在でも米国の看護教育を牽引してきた大学の 1 つといえる。 






























本著は、2011 年 8 月下旬にコロラド大学























International Program & Public Relations という国際
交流の部署が設けられており、ディレクター 



















米国の看護師免許は、各州の Board of Nursing 
から、コンピューターベースの看護師試験






（准学士号 Associate degree)を経て RN のみの受
験資格を得る過程と、看護大学で看護学士号、
















合わされた構成となっている。週に 1 回、15 週間
で 1 単位となっているが、実際は、一日 8 時～12
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きる。学生は 4~6 人で演習することが多い。 
 
 







（Doctor of Nursing Practice;  DNP)やいわゆる日
本でも一般的な博士(PhD)過程に進学できる。DNP






























Certified Nurse Midwifery: CNM（修士号レベルの助

















また、National Palliative Care Research Center から
助成金を得て、ペインマネージメントに関する研









集まっており、年に 2 回、1 週間ずつ CU キャン
パスにおける集中授業を受講する。 
Nelson-Marten 氏は、2000 年の End-of-Life 











ELNEC 創始から 10 周年となる 2010 年に国際
教育が始まり、現在は 100 コース以上が開催され

















ELNEC のプログラムについては、The American 
Association of Colleges of Nursing (AACN)
 3)のホー
ムページから参照することができる。 
CU 看護学部では、修士課程で ELNEC を取り入
れており、基本的な情報を共有している。Dr Betty 




護師は、Hospice and Palliative Nurses Association 
(HPNA)
5)
 と American Academy of Hospice and 
Palliative Medicine (AAHPM)
6)に参加していること
が多い。HPNA は AAHPM と連携しており、緩和
ケアに関わる医師、看護師が会員であるので、情
報を共有できる。また、HPNA は Certified Hospice 
and Palliative Nurses (CHPN) および Advanced 
Certified Hospice and Palliative Nurses (ACHPN)等
の APN の認定を出している 5)。コロラド大学に在
籍している APN の修士学生の多数がこのような
認定を持っている。 






















































Disease Control and Prevention; CDC）から、5 年間
の補助金をもらい、7 つの地域（北西、北東、南


















米国がん看護学会(Oncology Nursing Society ; 
ONS)は、国内外に 37,000 人の会員を持つ世界で
最も規模の大きいがん看護学会で、筆者らも会員
登録している。Krebs 氏と Nelson-Marten 氏の両氏
は、ONS デンバー地方(Metro Denver ONS)の
President を経験されている。ONS は最新のがん看
護に関する情報提供を行い、オンラインを活用し
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様、また支援頂いた International Program & Public 
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